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CONTENTSCONTENTS

• SuperDARN データのCDFファイル化

• THEMISツール(TDAS)を用いたSuperDARN CDFファイルの読み
簡単な 視 デ込み、簡単な可視化のデモ

• 今後の予定
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背景

SuperDARNSuperDARNデータの解析手段データの解析手段 の現状の現状

• JHU/APLのホームページ

– 時間軸などをいろいろ変更してプロットを作成
可能

– ある時間帯の１レーダーのプロットのみ
(convection mapもある)

– デジタルデータを扱えないデジタルデ タを扱えない

• “go”というIDLツールを使う

– デジタルデータ(fitacf、mapデータ)を扱うこと
が きるができる

• データファイルはPIがいる研究機関にしか無い

– 素人がインストールするのはほぼ無理

• データディレクトリ等も合わせて構築する必要あ
り

– 解析環境がSDに特化しているので他のデータと
あわせて処理・解析するのが難しい

2010/1/18 Hori, T.,  中緯度短波レーダー研究会 @名大 3



ERGERG--SCSCとしての取り組みとしての取り組み

• ERG衛星データはTHEMISデータ解析ツール(TDAS)を改良した
ものを共通のプラットフォームにする予定

SDデータもTDASで読込・解析できるようにすれば便利！

そのためには、、、

• SDデータをCDFフォーマットに変換 (TDASで直ちに読込可能)
• TDAS上でSD特有の可視化をするためのツールを開発

北海道-陸別短波レーダーのデータをテストベッドにして開発中北海道-陸別短波レーダーのデータをテストベッドにして開発中
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デ タをベ 他 ダ デ タ も適 きるデ タをベ 他 ダ デ タ も適 きる

ERGERG--SCSC製製 SD CDFSD CDFデータの特徴データの特徴

HOKHOKデータをベースに他のレーダーのデータにも適用できるよデータをベースに他のレーダーのデータにも適用できるよ
うに設計中うに設計中

•• Common timeCommon timeデータのみをデータのみをbeambeam単位でアーカイブ単位でアーカイブ ((他のモー他のモー•• Common timeCommon timeデータのみをデータのみをbeambeam単位でアーカイブ単位でアーカイブ ((他のモー他のモー
ドド, , widescanwidescan等にも適用可能等にも適用可能))

• メタデータ部には、可視化を自動化するための情報や、詳細メタデ タ部には、可視化を自動化するための情報や、詳細
なCalibration情報を付加 (ユーザーが参照可能)

• Power, spec. width, V_los のfitting時のエラー(pwr_err, 
Vl   idth ) も付加してあり参照可能Vlos_err, spec. width err) も付加してあり参照可能

• quality flagを付加 (簡単な条件判定の結果: pwr > 3 dB, spec 
width < 1000 m/s) width < 1000 m/s) 

•• PIPIが作成し易いようにメタデータ部はが作成し易いようにメタデータ部はExcelExcel表に記入する仕様表に記入する仕様
((それを直接それを直接IDLIDLが読みに行ってデータと合わせてが読みに行ってデータと合わせてCDFCDFを作るを作る))(( ))
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TDASでのデータロードの概念図 ～どうして便利か～

SSL, Berkeley

データサーバー群
timespanで日時を指定したら、あとは
thm_load_xxx コマンド1発で、以下の

THEMIS, GBO
(ISASで大部分をミ

ラー中)

1

_ _
1,2,3 を自動実行

ザ
)

CDAWeb

OMNI ACE WindTDAS自動でディレクト

2

ユーザーのPC

OMNI, ACE, Wind 
etc.

TDAS 
on IDL

自動でディレクト
リを作成、整理
して保存

デ 3

超お手軽♪

WDC, Kyoto
Dst, AU/AL

ユーザー
ローカ
ルHDD

データをIDL
上にtplot変数
としてロード

3

CUIだとたった２コマンド
timespan ‘yyyy-mm-dd’

新データ１
新データ２…

timespan, yyyy-mm-dd
thm_load_fgm

(THEMIS衛星磁場データの例)

URL デ クトリパ などは 切入力不要

SuperDARN
データ

•URL, ディレクトリパスなどは一切入力不要
•データをFTPなどで手動取得する必要もなし
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TDASTDASを使ったを使ったSDSDデータの読込、簡単な処理のデモデータの読込、簡単な処理のデモ

データの自動ダウンロード、読込データの自動ダウンロード、読込

• timespan, erg_load_sd 自動ダウンロード、読込

お手軽スタックプロット、異種データと並べるお手軽スタックプロット、異種データと並べる

• tplot (1つ、スタックプロット), ylim, zlim
• ３日分のプロット

• kyoto_load_ae, ace_load_mfi, ace_load_swe をスタック

簡単な解析処理簡単な解析処理

• avg_data, tsmooth_in_time, deriv_data
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年度末

開発の現状と予定開発の現状と予定

～2009年度末

• 北海道レーダーのデータをCDF化、loadプログラムの開発

2010年度初頭

• 北海道レーダーCDFデータ、loadプログラムの公開、

～2010年度末

他 ダ を適• 他の日本のSDレーダーに同じスキームを適用 公開
– 現在関係者と議論中 (各PIの同意が得られれば)

＊データをより使いやすく、異種データとの比較研究を容易に＊データをより使いやすく、異種データとの比較研究を容易に
((潜在的なユーザーを開拓潜在的なユーザーを開拓))、、rule of userule of useを徹底させる仕組みも！を徹底させる仕組みも！
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まとめまとめ

• ERG-SCでは、TDASという共通環境上で、衛星・地上データを
シームレスに読み込んで可視化するようなツールを開発中

そ ためにS A デ タをC イ 変換し AS• そのためにSuperDARNデータをCDFファイルへ変換し、TDAS
での読込・可視化ツールと合わせて公開することを目指して
いるいる

• 現在HOKデータをベースに開発中。HOKデータについては早
ければ来年度には公開する予定。他の日本のSDレーダーにもければ来年度には公開する予定。他の日本のSDレ ダ にも
展開していきたいと考えている

上記に関するご意見 コメント等をお持ちの方 SD CDF  TDASでの解析に興味がある上記に関するご意見・コメント等をお持ちの方、SD CDF + TDASでの解析に興味がある
方、TDAS上でのSD可視化ツール開発の手助けをしてもいいよという方
是非、三好さん(miyoshi@stelab.nagoya-u.ac.jp), 堀(horit@stelab.nagoya-u.ac.jp)ま
でご連絡下さい よろしくお願い致します！！
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TDASでのデータ処理フロー

tplottplot変数変数(実データ配列と可視
化属性をセットにした構造体)に
そろえて デ タによるフォ

tplot変数1データ load xxx1

そろえて、データによるフォー
マットの違いを吸収する

tplot変数を引数にとるtplot変数1

tplot変数2

デ タ
(CDF)

データ

_

l d 2

p o 変数を引数にとる
ような“t-コマンド”で
様々な処理が可能
•tplottplot変数2

tplot変数3

デ タ
(テキスト)

データ

load_xxx2

l d 3

p
•tclip
•tdeflag
•tsub_averagetplot変数3

tplot変数4

デ タ
(独自形式)

データ

load_xxx3

l d 4

•tsmooth_in_time
•thigh_pass_filter
•cotrans

tplot変数4デ タ
(独自形式)

load_xxx4 •calc
•…….

SDデータについて
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ERG-SCで開発、提供予定



から提供され る イブ り プ

CDFCDFにするメリットにするメリット

• 既にNASAから提供されているライブラリにより、プラットフォー
ムに依存せず、かついろんな言語(C, Fortran, IDL, Matlab, Perl, C#, 
…)で読める)

• メタデータを実データファイルに埋め込むことができる
– プロット作成をある程度自動化、ITのハイテクを利用可能に

バイナリフ イルゆえに読み書きが高速• バイナリファイルゆえに読み書きが高速
– 次元数が多いとテキストデータでは効率が悪い

• データの付け加え、データ変数・メタデータの付け加え、書き変えデ タの付け加え、デ タ変数 メタデ タの付け加え、書き変え
が容易

• 自己記述型フォーマット ゆえにデータの構造をプログラムで動的
に読み取ることができるに読み取ることができる
– データ構造に依存しない形でロード 処理のようなプログラムを書きやす

い
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